
No.１９ 平成３０年度 ｢地域子育て活動支援事業｣ 実施の内容 

団 体 名 特定非営利活動法人未来図書館 

事 業 名 大学生が軸となる「県内の中高生と大人の学びあい」推進事業 

実 施 期 間 平成３０年４月～平成３１年３月 

事 業 実 績 

（１）岩手県内の中学校及び高校において、キャリア教育プログラム「未来パスポ

ート」を実施した。 

 

実施校（県内９校） 

岩手県立金ヶ崎高校１年生７５名、花巻市立矢沢中学校２年生９４名、二戸市立浄

法寺中学校２年生２８名、一戸町立一戸中学校２年生６３名、奥州市立江刺中学校

１年生１５７名、滝沢市立滝沢南中学校１年生２０７名、八幡平市立西根中学校１

年生８２名、花巻市立石鳥谷中学校２年生９８名、花巻市立花巻中学校１年生１６

９名。 

 

参加者数合計：児童生徒９７３名、大学生・社会人・教員２５２名 

 

（２）大学生１０名を育成 

核となる学生５名による学生説明会のポスターを作成。その後、岩手大学、岩手

県立大学において、自分たちで企画した説明会の実施、運営マニュアル（司会進行

及びサポート）の作成を行った。 

 

実 施 効 果 

自 己 評 価 

【実施効果】 

・小中高校生に近い年齢であり、まだ何者にもなっていない学生がプログラムの運営

を担う姿が、子供たちには身近に感じられたようです。 

・学生にとっても、自分自身の生き方と地域の未来について考える良いきっかけにな

ったと感想を書いてくれました。また、子供たちの感想を分析し、中高生にとっての

一定の効果が示唆された。 

・地元の企業人など、普段子どもと関わることが少ない大人からも、学びや気づきが

あったと喜ばれた。 

 

【自己評価】 

・学生が軸となってプログラムを運営する体制のしくみの大枠ができた。 

・活動に興味を持ち、趣旨に賛同する学生と出会えたことに可能性を感じた。 

・巻き込みは学生が考えた興味を引く言葉で開拓を行った。学生作成のマニュアルの

改善を含め、今後さらに仕組みを充実させていきます。 

 


